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SPI Japan 2014 in 沼津

　　テストデータ自動生成による
　 品質・コストの改善
　　　~ テスト設計システム構築とアイデアを出す工夫 ~

住友電工情報システム株式会社
ＱＣＤ改善推進部　　　　　　
品質改善推進グループ　　
服　部 　悦　子               

  2014.10.16

「伝わる」　～“カイゼン”の想いを感じ、その輪を広げよう～「伝わる」　～“カイゼン”の想いを感じ、その輪を広げよう～
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住友電工情報システム株式会社　概要

n設　 立：　１９９８年１０月１日

n資本金：　４．８億円

　　　　　　　　住友電気工業株式会社：　６０％

　　　　　　　　住友電装株式会社　　　：　４０％

n従業員：　４５０名

n代表取締役社長：　白井　清志

n事業内容：

qパッケージソフトウェア（楽々シリーズ）の開発・販売

q情報処理システムの開発受託

qコンピュータ運用業務の受託

q情報機器の販売

nＵＲＬ：　http://www.sei-info.co.jp/
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住友電気工業（親会社）の製品

ワイヤーハーネス

多心光ファイバケーブル

フレキシブルプリント回路

銅荒引線

合成ダイヤモンド単結晶  スミクリスタル®

超硬工具  イゲタロイ®
40Gbit/s伝送用光トランシーバ

純緑色半導体レーザ
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改善活動の状況

組織の
年度目標

（品質・コスト）
ＳＷＡＴ（部長、Ｇ長、ＳＥ）

外部設計ＷＧ

ＰＧ設計ＷＧ

ＰＪ管理ＷＧ 原因分析ＷＧ

ＵＴ改善
（品質・生産性）

私は改善推進担当として
複数のＷＧに参加

目標達成の為に
ワーキンググループの新設
既存ワーキンググループへの役割割り当て

ＰＧ開発ＷＧ
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目次

１．これまでの取り組み
自動テストの実現と課題

２．テストデータ自動生成の実現に向けて
ワーキンググループでアイデアを出す工夫

３．テストデータ自動生成の実現
テスト設計システムの構築



P.6／34Ingenious Dynamics

目次

１．これまでの取り組み
自動テストの実現と課題

２．テストデータ自動生成の実現に向けて
ワーキンググループでアイデアを出す工夫

３．テストデータ自動生成の実現
テスト設計システムの構築



P.7／34Ingenious Dynamics

楽々Framework SP

リポジトリ
（設計DB）

機能（プログラム）機能（プログラム）

これまでの取り組み　～自動テストの実現～

画面

データ抽出(Select)

更新処理(Ins/Upd/Del)

エラーチェック
ビジネスロジック

（Java）

Runtime
Library

業務DB

ブラウザ

上流工程でレビュー
PG開発工程では

テスト不要
【UT項目の削減】

ＵＴ項目抽出基準
＋【自動テスト】

テストPG
（JUnit）

※SPIJapan 2013 　服部悦子,"SPLの実践～テスト資産の構築” 参照
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自動テスト実施プロジェクトの結果

※組織基準を100とした相対値

組織
基準値

自動テスト
実施PJ

PG開発　生産性 100 98.9
PG開発　品質　作込欠陥(*) 100 47

(*)作込欠陥＝ＣＩ＋ＵＴ検収 検出

　(内 欠陥区分別内訳 TOP3)

　　ロジックの実装ミス 23 2

　　実装漏れ 19 3

　　DB処理（データ抽出、更新処理） 10 9
： ： ：

自動テスト

効果大

DB処理の欠陥が
TOPになった
　⇒次はここの対策

半減
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楽々Framework SP

リポジトリ
（設計DB）

機能（プログラム）

自動テスト 実現箇所 と できていない箇所

画面

データ抽出(Select)

更新処理(Ins/Upd/Del)

エラーチェック
ビジネスロジック

（Java）

Runtime
Library

業務DB

ブラウザ

上流工程でレビュー
PG開発工程では

テスト不要
【UT項目の削減】

ＵＴ項目抽出基準
＋【自動テスト】

テストPG
（JUnit）

手動テスト
（従来通り）
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DB処理の自動テストに向けて・・・

　テスト実行前に必要なデータを登録できる

繰り返しテストをできるようにする

Javaロジックの自動テストではテストデータ（画面入力値）はコーディング
Selectするものはテスト実行前にＤＢへ登録しておく必要がある

テスト（プログラムの実行）により更新され値が変わってしまう＝繰り返しテストできない

欠陥を抑える対策欠陥を抑える対策

ＤＢ処理のＵＴ項目抽出基準 作成

例. WHEREの条件網羅（Javaコーディングの if文 や case文と同じ）、境界値
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従来からの課題

課題．テストデータ作成工数の削減

単体テストに必要なデータ（従来の工夫）

・本番データをマスキングして開発環境にコピー

・プログラム開発順の工夫　先行機能→後続機能 部分的に請負に
出す場合できない

テストに必要なレコード（件数）の多さ

テーブル項目の多さ

後続機能の場合、先行機能から発生するデータを順に作成する必要がある
自分が担当していてない機能の仕様を理解してデータを作成する必要がある

仕様によってテスト値が決まる項目 と どうでもいい項目
どうでもいい項目 の場合でも 型・桁の定義（制約）に則った値を決める必要がある
※上述のレコード数が多い場合、さらに時間がかかる

本番データは常に
あるわけではない

受注 製造指示 出来高 出荷

なぜテストデータ作成は時間がかかるのか？

原 因原 因
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新たな対策

　DB処理の自動テスト実現

　課題．テストデータ作成に

　テストに必要なレコード（件数）の多さ

　テーブル項目の多さ

　ＤＢ処理のＵＴ項目抽出基準 作成

　テスト実行前に必要なデータを登録できる

自動生成できれば・・・

欠陥を抑える対策欠陥を抑える対策

　繰り返しテストをできるようにする

システムとして
管理されていれば・・・

時間がかかる原因時間がかかる原因

・テストに必要な
　データが分かる
・何度でもテスト前
　の状態に戻せる

・最小限の手間で
必要なテストデー
タを準備できる

対策案 「テストデータ自動生成システム」
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目次

１．これまでの取り組み
自動テストの実現と課題

２．テストデータ自動生成の実現に向けて
ワーキンググループでアイデアを出す工夫

３．テストデータ自動生成の実現
テスト設計システムの構築
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うーじゃぱーじゃ

テストデータ自動生成をどうやって実現するか？

まずはブレインストーミング

ＥＲモデルから区分値の組合せで
自動生成しておき、

それを利用できないか？

データ多すぎる

どうやって
テストケースにマッチする

データを探すのか

うーじゃぱーじゃ

プログラム中のＳＱＬを解析して、
必要なデータを生成できないか？

SQL解析できる？

そもそもSQL間違ってたら
使えないじゃん

・・・使えるアイデアが生まれない

．．．
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．．．

テストデータ自動生成をどうやって実現するか？

やり方を変えました！

宿題！
テストデータ作成が面倒だった

事例を持ってきて！！

．．．

．．．

うーじゃぱーじゃ！

人事の勤惰承認のプログラムが
会社毎に勤惰情報のバリエーションが
沢山あり、面倒だったんです！！

この後、議論が活発になり使えるアイデアが出だしました。
何故だろう・・・？　

生産管理システムの出荷訂正プログラムが
受注情報まで遡ってテストデータ作る必要が

あり、面倒だったんです！

１週間後・・・・

じゃあ勤惰承認の実例で
検討してみましょう
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【工夫①】　実物で検討する　　

どうやってテストする？

テストケースが
足りないのでは？

Aさん

Bさん

その後のテストを
することを考え

情報量が多かった結果
テスト設計そのものを考え

テストデータを自動生成するためのインプットを実際のプログラムで検討

疑問・意見
多数発生

　　自分の脳に
多くの刺激

他の人の知識を
疑似体験

情報量が多い

活発な
議論
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【工夫②】　議論を可視化する

（メモ帳をプロジェクターで映写）

テストケース（検索条件）　　　テストデータ　　期待する結果
①出来高No 入力あり（A100)　　出来高No＝A100　抽出される

②出来高No 入力あり（B100)　　出来高No＝A100　抽出されない
　　　　　　　　　　　　　　（①と同じデータ）

案２
テストケース（検索条件）　　　テストデータ　　期待する結果
①出来高No 入力あり（A100)　　出来高No＝A100　抽出される

②出来高No 入力あり（A100)　　出来高No＝B100　抽出されない
（①と同じテスト）

検索条件が入力されたときの
テストケースが足りないです

Bさん

私 そのデータを使って
条件を変えて
テストします

Cさん

私

私

私

データを増やしたら
１回でテストできます

Dさん

案２の方が
楽だよね～

Eさん！！テスト回数を
減らすアイデア
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「実物で検討」＋「議論の可視化」

＋＋ 知識・経験DB

可視化していないと・・・

自分が考えている最中に議論が進んでしまうと追いつけない

最初に議論した内容が残っていないと 同じ議論 を 繰り返してしまう

漏れ・ムダ

まずアイデアを形にする

見たアイデアに
自分の知識・経験が加わり
新たなアイデアが生まれる

知識・経験が
引き出し易い

次の人へ
刺激
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【工夫③】　効果的に時間を使う
ＷＧ活動　　毎週２Ｈ程度の会議

　
予定（アジェンダ）

議題Ａ

議題Ｂ

議題Ｃ

実際

議題Ａ

議題Ｂ

議題Ｃ

２
Ｈ

⇒次回以降へ持ち越し

議題Ａについて、盛り上がっている
（アイデアが沢山でている）時は
議論を止めない

２Ｈは超えない範囲で

議論中は時間が
超過しても止めない

複数のアイデアが生まれる

よりよい案が採用される
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To Be 創造プロセス

STEP 1
アイデア
を出す

ラフな
アイデア
（空想）

STEP 2
暗黙知を
引き出す

形式知

実践者（異なる部署から） STEP 3
選択・統合

解決策

STEP 4
妥当性確認

合意された
To Be

①実物で議論する
②議論の可視化

   ⇒暗黙知を効果的に引き出す

③効果的に時間を使う
   ⇒複数の形式知を生みだす時間として使う

※SPIJapan 2014 　中村伸裕,"SECIモデルによる改善活動基盤の評価” より
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ワーキンググループでアイデアを出す工夫

① 実物で議論

② 議論の可視化

③ 効果的に時間を使う

この３つの取り組みがアイデアを出すには非常に効果的

アイデア量

要件確定
⇒開発開始

'12/8月　　9月　　10月　　11月　　12月　　'13/1月　　2月

ひたすら
ブレインストーミング

３つの取り組み

改善の改善の
アイデアアイデア
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目次

１．これまでの取り組み
自動テストの実現と課題

２．テストデータ自動生成の実現に向けて
ワーキンググループでアイデアを出す工夫

３．テストデータ自動生成の実現
テスト設計システムの構築
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テスト設計システム

  テスト設計システム (TEDY)

テストシナリオ
テストケース
テストデータ

テスト設計

データ生成

楽々Framework SP (SP Desinger)

リポジトリ

機能設計

クエリー設計

テーブル定義
項目定義

業務システム

業務DB

データロード

外部設計者

ＰＧ設計者

プログラマ

外部設計

PG設計

クエリー登録

テスト設計

データ生成

プログラマ
テスト設計

データ生成

検収者

データレビュー

データ再生成

保守担当

データ再生成

テストケース と テストデータ を 一元管理するシステムとして構築
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テストデータ自動生成の仕組み　何を入力すればいいのか？

設計ＤＢ（リポジトリ）
　　・機能設計
　　・テーブル定義
　　・項目定義

テストケース毎の
・必要TBLと必要件数
・テスト対象の区分値（任意）

・各項目の値指定（任意）

Input Output

テストデータ
ケース1　ケース2　ケース3
：　　　　　：　　　　　：
：　　　　　：　　　　　：
：　　　　　：　　　　　：

資源 生成したデータは

①Excel形式でダウンロードできる
②Excelで加工し アップロードできる
③DBへ繰り返し登録できる

  テスト設計
システム
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テストデータ自動生成　～入力画面イメージ～

STEP1：テーブル選択

機能設計情報（CRUD）より
テーブル、区分を表示し
テスト対象を選択する

STEP2：件数入力

選択したテーブル毎に
データ生成したい件数を入力し
テスト対象の区分値を選択する
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テストデータ自動生成　～生成データ～

テーブル
と
項目

テストケース毎のレコード

指定した値で生成
指定した事がわかるように

強調表示

指定しない項目は
型・桁に合わせて
一定のルールで生成
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テスト設計システムの主な仕様

 必要なテーブルを選択するだけで整合性のとれた
レコードを生成

 テストに使わない項目は型・桁の制約に則った値を
自動生成（テストに使う項目は値を指定できる）

 テストケース毎にテストデータを管理

 繰り返しテスト環境へ反映できる
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テスト設計システムの結果 ①再現テスト

 テスト方法

本番稼働中システムの照会系機能

開発時にＵＴで使用したテストデータを本システムで再現できるか確認
 テスト数　　：６シナリオ、１７ケース
 テストデータ：６テーブル（計５５項目）、のべ６０レコード

 結果

開発時 再現テスト

データ作成方法 手動登録 テスト設計システムで生成・登録

データ網羅率 １００％ １００％

データ作成時間 ４時間 ３．６時間

　１シナリオ目＝２時間
　２シナリオ目以降＝１５分/シナリオ
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テスト設計システムの結果 ②プログラム種類別テスト

 テスト方法
 ＷＧメンバー　５名
 照会、登録、バッチ処理のプログラムを数本ずつテスト

 結果
メンバーの声

 テストデータを直しながら何度でもテストできるのがうれしい

（正常に動作するデータを用意できるまでに意外に
　時間がかかっていた）

何度でもデータベースへ反映できるので再テストがし易い

 部品表などの再帰構造のデータは自動生成できない

Good!Good!

NoGoodNoGood
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ま　と　め
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成果

テストに必要な
レコード（件数）の多さ

テーブル項目の多さ

テスト実行前に
必要なデータを登録できる

繰り返しテストを
できるようにする

テストデータ作成にテストデータ作成に
時間がかかる原因時間がかかる原因

欠陥を抑える対策欠陥を抑える対策
（（DBDB処理の自動テスト実現）処理の自動テスト実現）

１ケース約１５分でデータ生成から
DB登録、動作確認までできた

再帰構造など生成できない
ものがある △△

◎◎

テスト実行前にDBに登録できる
繰り返しテスト前の状態に戻せる

自動テストPG（JUnit）から
実行できない △△

◎◎

 テスト設計システム構築
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今後の取り組み

 開発プロジェクトでの試行・評価、展開

 初回シナリオ作成の効率化
教育、ノウハウの収集・展開、・・・

 テストデータ生成機能の強化
再帰構造の対応
 既存値の流用　　・・・他

 自動テストとの連携
 業務データベースへ反映をテストコードから実行



P.33／34Ingenious Dynamics

最後に　「これまで」 と 「これから」

　 ＰＰ

ＤＤＣＣ

ＡＡ

　
ＰＰ

ＤＤＣＣ

ＡＡ

　
ＰＰ

ＤＤＣＣ

ＡＡ

自動テストの実現

テスト設計システム構築
テストデータ自動生成

2013発表

2014発表

自動テストとテスト設計システムの連携
テストコードの自動生成

2015発表？
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終わり

ご清聴ありがとうございました。
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